
ひょうご県議会だより 2025（令和7）年 秋号 No.1471

議会広報PRキャラクター

「兵議博士」
ひょう ぎ はか せ

ひょうごひょうご県議会だより
実りある対話、開かれた県議会

あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

9月定例県議会の概要第372回
定例県議会資料知事から提出された予算・条例案などを審議し、次のとおり議決

しました。

予算及びその他議決案件（計25件を可決・同意）
●「令和7年度兵庫県一般会計補正予算（第2号）」
●「兵庫県税条例の一部を改正する条例」
●「県民緑税条例の一部を改正する条例」
●「青野運動公苑用地等の処分」　など
※「知事及び副知事の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例」については
継続審査

決算案件（計22件を認定）
●令和6年度兵庫県一般会計歳入歳出決算など計22件を決算特別委員会で
審査（9月29日～10月17日）し、認定

意見書（計8件を可決）
●私立学校に対する助成に係る国庫補助制度の堅持及び一層の充実を求め
る意見書

●再生資源物の屋外保管場に係る違法行為への対策強化を求める意見書
●犯罪防止策の強化を求める意見書
●消防団の家族顕彰制度の創設を求める意見書
●老人クラブ等の活性化を求める意見書
●リンパ浮腫関連施策の適正化と拡充を求める意見書
●帯状疱疹ワクチンの定期接種における対象年齢の追加・見直しを求める
意見書

●地方財政の充実・強化に関する意見書

請願（計2件を採択）
●兵庫県における図書調達に関する件
●私立学校に対する助成に係る国庫補助制度の堅持及び一層の充実を求め
る意見書提出の件

令和7年度9月補正予算（緊急対策）概要　補正予算規模61.4億円

長引く物価高騰に直面する県民生活を支援するとともに、高温
及び渇水に対する農業者の支援や2025大阪・関西万博後の継
続した誘客促進、県民生活の基盤となる公共事業への内示増へ
の対応など、新たな財政需要に対応する必要があることから、
補正予算を可決しました。

01　県民生活の安全・安心の確保　22.8億円
 ・「はばタンPay＋」第４弾 子育て応援枠の追加
 ・防犯カメラ集中整備の支援
 ・県立学校避難所指定体育館への空調整備等の追加実施
 ・その他の避難所指定県立施設体育館への空調整備の実施
02　高温及び渇水に対する農業者への支援　1.3億円
 ・農業水利施設への干ばつ応急対策支援
 ・斑点米カメムシ類緊急防除支援
03　2025大阪・関西万博後の継続した誘客促進　1.0億円
 ・ひょうご五国周遊ツアーへの助成
 ・首都圏や関西圏を対象とした誘客キャンペーン

04　社会基盤の充実・強化　36.3億円
 ・災害に強い森づくり緊急対策
 ・公共事業内示増への対応

9月18日～10月22日

県議会だより高校生WEB版 制作打ち合わせ
（詳細は４面に掲載）

県議会だより高校生WEB版 制作打ち合わせ
（詳細は４面に掲載）

第372回９月定例兵庫県議会
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政務活動費の不適切な使用への
対応について

SNSやYouTubeで情報発信しています

県議会トピックスや定例会日程等の新着情報を
いち早く発信このたび、自由民主党県議団に所属していた松

井重樹元議員による政務活動費の不適切な使用が
判明し、約185万円が返金されました。
県民の皆さまに深くお詫び申し上げます。
議会としては、政務活動費に係る登庁日前泊の取

扱いルールを明確化するとともに、手続きを厳格化
する見直しを行いました。また、松井元議員を刑事
告発する準備を進めています（11月7日時点）。
今後も、政務活動費の適正な運用と透明性の
確保に努め、県民の皆さまの信頼に応えてまい
ります。

用
語
解
説

※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット中継」でご覧いただけます。

代表質問の一部をご紹介します。 ９月24日

県
政
の
信
頼
確
保
に
向
け
た

適
切
な
対
応

文
書
問
題
に
関
す
る
第
三
者
調
査
委

員
会
報
告
書
で
は
、
県
の
対
応
に
問

題
点
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
適
切
に
対
応
さ
れ

て
い
な
い
。
報
告
書
に
対
す
る
改
め
て
の
知

事
の
見
解
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
理
由
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

元
西
播
磨
県
民
局
長
作
成
の
文
書
の
調

査
等
に
関
し
、
初
動
対
応
か
ら
懲
戒
処

分
の
実
施
に
至
る
一
連
の
県
の
対
応
は
適
切
で

あ
っ
た
が
、
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
等
に

つ
い
て
も
、
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、
改
め
る

べ
き
は
改
め
る
と
い
う
姿
勢
で
対
応
し
て
き
た
。

県
民
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
が
、
県
の
考
え

方
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
説

明
し
、
県
民
の
信
頼
確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
。

QA

公
明
党

島
山 

清
史

【
神
戸
市
須
磨
区
】

し
ま
や
ま
き
よ
ふ
み

物
価
高
に
基
金
活
用
で

県
民
生
活
を
守
れ

知
事
公
約
で
あ
る
財
政
基
金
2
0
0
億

円
へ
の
積
立
目
標
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
令

和
6
年
度
の
決
算
剰
余
金
や
財
政
基
金
を
機
動

的
に
活
用
し
、
今
こ
そ
物
価
高
対
策
や
県
民
生

活
を
守
る
た
め
に
支
援
す
べ
き
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

基
金
は
年
度
間
の
財
源
調
整
や
、
災
害
・

感
染
症
な
ど
緊
急
時
の
初
動
対
応
等
に

備
え
る
た
め
、
今
後
も
積
み
増
し
努
力
が
必
要
。

決
算
剰
余
金
58
億
円
は
、
今
年
度
の
年
間
収
支

を
見
極
め
つ
つ
慎
重
に
活
用
を
検
討
す
る
。
物

価
高
騰
対
策
は
自
治
体
間
の
財
政
力
で
差
が
生

じ
て
は
な
ら
ず
、
国
に
お
い
て
十
分
な
予
算
措

置
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
臨
時
交
付
金
の
実
現

な
ど
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

QA

維
新
の
会

斉
藤 

な
お
ひ
ろ

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

さ
い
と
う

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に
つ
い
て

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の
問
題
は
、
大

規
模
災
害
の
発
生
時
に
県
が
多
額
の

財
政
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を

防
ぐ
に
は
、
給
付
金
に
限
度
額
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

創
設
以
来
の
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
、
財
政

的
リ
ス
ク
等
の
課
題
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

制
度
の
あ
り
方
検
討
会
で
は
、
給
付
金
の
減
額
や

加
入
者
負
担
の
増
額
、
再
保
険
の
活
用
、
給
付
金

支
払
限
度
額
の
設
定
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
各
委
員

の
意
見
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
限
度
額
の
設
定
方

法
な
ど
を
含
め
た
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
る
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

北
上 
あ
き
ひ
と

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

き
た
う
え

介
護
人
材
の
確
保
、

育
成
に
つ
い
て

今
後
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、

介
護
人
材
は
大
幅
な
増
員
が
必
要
と

な
る
。
将
来
の
介
護
需
要
に
応
え
る
た
め
、

人
材
の
確
保
、育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

【
答
弁
者
：
副
知
事
】

県
で
は
、
介
護
業
務
の
理
解
促
進
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
介
護
報

酬
の
処
遇
改
善
加
算
の
取
得
促
進
、
資
質
向
上

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
繋
が
る
研
修
受
講
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携

シ
ス
テ
ム
は
、
業
務
負
担
の
軽
減
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
度
実
施

し
た
モ
デ
ル
事
業
の
効
果
を
横
展
開
す
る
な
ど
、

導
入
を
促
進
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

奥
谷 

謙
一

【
神
戸
市
北
区
】

お
く
た
に
け
ん
い
ち

FacebookX

正副議長あいさつ、常任委員会の活動紹介動画を
順次公開中

YouTube

※1　ケアプランデータ連携システム
居宅介護支援事業所と介護サービス事業所間で毎月やりとりされるケアプラン
の一部情報（予定・実績）をデータ連携するシステム。手書き・印刷し、FAX
や郵送などでやりとりしていた書類をシステム上でデータで送受信できるよう
になるため、書類の記入や転記誤りなど業務負担の削減が期待できる。

※2　EBPM
Evidence-Based Policy Makingの略。政策目的を明確化した上で、合理
的な根拠に基づき政策を立案すること。

※3　イノベーション型行財政運営
職員一人ひとりが行財政運営について自ら考え、各職場から自律的、多発的に業務の創
意工夫や変革の提案（イノベーション）がなされること。

※4　インクルーシブな学校運営モデル
現在の多様な学びの場を維持しつつ、特別支援学校の専門性や資源をいかし、特別支援
学校を含めた2校以上の学校を一体的に運用する取組のこと。

※5　コ・ノ・ホ・シ
兵庫県産の新しい米の品種名。兵庫県とJAグループ兵庫が2016（平成28）年から夏の暑さに強く、
美味しい品種の共同開発に取り組み、9年がかりで誕生した。今年から本格的に生産をスタート。

※1

9月定例会より傍聴が
抽選制になりました

本会議の傍聴券配布方法が、
従来の先着順から抽選に変更に
なりました。本会議の開会予定
時刻の1時間前に県公館前にお集
まりいただいた方を対象に、抽
選を行います。
詳細は、議会ホームページを
ご覧ください。

議会
ホームページ
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広告欄のため不掲載

一般質問の一部をご紹介します。

9
月
25
日

９月25日 ９月26日 ９月29日

一般質問は、質問日毎に
各QRコードから視聴できます。

再
犯
防
止
に
向
け
た
発
達
障
害
等
の

あ
る
刑
務
所
出
所
者
へ
の
特
性
に
応

じ
た
立
ち
直
り
支
援
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

研
修
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り
関
係
機

関
が
発
達
障
害
等
の
特
性
へ
の
理
解

を
深
め
、連
携
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
。

出
所
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
、
再
犯
防
止
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
く
。 

QA

自
由
民
主
党

伊
藤 

傑

【
神
戸
市
須
磨
区
】

い
と
う
す
ぐ
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
届

き
に
く
さ
や
、
市
町
の
支
援
体
制

の
バ
ラ
ツ
キ
へ
の
対
策
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

学
校
等
を
通
じ
た
実
態
把
握
や
支
援

に
繋
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
と
と

も
に
、
市
町
職
員
研
修
を
通
じ
、
相
談
窓

口
の
運
営
方
法
を
共
有
す
る
。
ま
た
、学
校
・

福
祉
・
医
療
等
と
関
係
を
築
き
体
制
整
備

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

QA

公
明
党

麻
田 

寿
美

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

あ
さ
だ

ひ
さ
み

公
営
住
宅
で
の
外
国
人
入
居
者
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
と
、
県
の

管
理
上
の
対
応
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
ま
ち
づ
く
り
部
長
】

言
葉
の
壁
の
解
消
が
マ
ナ
ー
等
の

問
題
解
決
に
も
繋
が
る
。
多
言
語

翻
訳
機
や
多
言
語
チ
ラ
シ
等
を
活
用
し
、

全
て
の
入
居
者
が
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
居
住
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

QA

自
由
民
主
党

長
瀬 

た
け
し

【
神
戸
市
東
灘
区
】

な
が
せ

想
定
外
の
気
候
変
動
を
前
提
と
し
た
、

沿
岸
部
の
防
潮
堤
整
備
や
耐
震
強
化
、

津
波
・
高
潮
対
策
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
技
監
】

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
津

波
対
策
と
緊
急
箇
所
の
高
潮
対
策

は
完
了
、
令
和
10
年
度
ま
で
に
日
本
海
沿

岸
津
波
対
策
の
完
成
を
目
指
す
。
気
温
上

昇
を
想
定
し
て
計
画
の
改
定
を
進
め
、
防

潮
堤
の
高
さ
等
を
検
討
す
る
。

QA

維
新
の
会

赤
石 

ま
さ
お

【
神
戸
市
東
灘
区
】

あ
か
い
し

オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
や
24
時
間
相

談
体
制
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
対
策

の
さ
ら
な
る
充
実
を
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
や
家
族
交
流

会
に
加
え
、
新
た
に
保
健
師
等
専

門
人
材
を
5
圏
域
に
配
置
す
る
等
、
市
町

や
支
援
団
体
等
と
連
携
・
協
働
し
、
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
家
族
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

QA

自
由
民
主
党

前
井 
ま
き

【
宍
粟
市
】

ま
え
い

9
月
26
日

中
学
生
に
「
も
の
づ
く
り
」
へ
の

関
心
を
高
め
、
職
業
学
科
へ
の
進

学
を
促
す
こ
と
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

地
域
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
専
門
性
の
高
い
学
び
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
機
会
の

提
供
な
ど
、
効
果
的
な
広
報
を
推
進
し

て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

原 

テ
ツ
ア
キ

【
淡
路
市
】

は
ら

県
民
に
「
コ
・
ノ
・
ホ
・
シ
」
を
認

知
し
て
も
ら
い
、
食
べ
て
も
ら
う
た

め
の
広
報
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

県
内
食
品
事
業
者
等
と
の
連
携
、

学
校
給
食
へ
の
提
供
、
S
N
S
で

の
発
信
や
情
報
番
組
等
へ
の
情
報
提
供
に

よ
り
、
幅
広
い
県
民
へ
の
P
R
を
展
開
し
、

生
産
者
と
消
費
者
が
と
も
に
支
え
あ
う
持

続
可
能
な
米
づ
く
り
を
目
指
す
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

黒
田 

一
美

【
神
戸
市
垂
水
区
】

く
ろ
だ

か
ず
み

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
運
営
モ
デ

ル
構
築
に
向
け
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

面
で
の
推
進
方
策
は
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

東
播
磨
地
域
へ
の
分
教
室
及
び
中

播
磨
地
域
へ
の
高
等
特
別
支
援
学

校
の
設
置
、
並
び
に
阪
神
特
別
支
援
学

校
分
教
室
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
発
展
的
な
交
流
及

び
共
同
学
習
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

QA

公
明
党

竹
尾 
と
も
え

【
西
宮
市
】

た
け
お

E
B
P
M
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、

新
規
事
業
成
果
指
標
の
設
定
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

【
答
弁
者
：
財
務
部
長
】

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
行
財
政
運
営
の
実

現
の
た
め
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
取
組

を
推
進
し
企
画
立
案（
P
）と
評
価（
C
）で
エ

ビ
デ
ン
ス
を
参
考
に
す
る
な
ど
E
B
P
M
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
E
B
P
M
の
視
点

が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

QA

維
新
の
会

さ
か
た 

た
か
の
り

【
姫
路
市
】

農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
路
の
機

能
診
断
と
保
全
計
画
策
定
、
突
発

事
故
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

昨
年
度
の
調
査
を
踏
ま
え
、
耐
用
年

数
等
に
基
づ
く
計
画
策
定
を
支
援
し
、

農
業
水
利
施
設
の
機
能
保
全
や
更
新
整
備
を

計
画
的
に
進
め
る
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
の
地
元
負
担
軽
減
を
国
へ
要

望
し
て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

大
上 

和
則

【
丹
波
篠
山
市
】

お
お
が
み
か
ず
の
り

※2

※5

※3

※4

9
月
29
日

海
洋
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
持

続
的
な
水
産
業
の
実
現
に
向
け
て

の
県
の
取
組
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

海
水
温
上
昇
等
に
対
応
し
た
養
殖

業
の
推
進
、
水
産
資
源
の
新
た
な

利
活
用
、イ
カ
ナ
ゴ
等
の
資
源
回
復
を
図
り
、

豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
、
下
水
処
理
場

か
ら
の
窒
素
供
給
、
海
底
耕
う
ん
、
県
民

等
へ
の
理
解
醸
成
等
に
も
取
り
組
む
。

QA

自
由
民
主
党

松
本 

隆
弘

【
明
石
市
】

ま
つ
も
と

た
か
ひ
ろ

継
続
審
査
中
の
知
事
等
の
給
与
一

部
改
正
条
例
案
可
決
に
向
け
、
再

発
防
止
策
と
改
め
て
の
説
明
を
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

県
保
有
情
報
と
外
部
情
報
の
同
一

性
や
職
員
の
秘
密
漏
え
い
認
定
を

踏
ま
え
、
組
織
の
長
と
し
て
自
ら
の
身
を

処
し
給
与
減
額
す
る
も
の
。
今
後
は
綱
紀

粛
正
の
徹
底
、
階
層
別
研
修
の
実
施
等
に

よ
り
再
発
防
止
に
努
め
る
。

QA

躍
動
の
会

増
山 

誠

【
西
宮
市
】

ま
す
や
ま
ま
こ
と

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導

入
に
よ
る
五
国
の
地
域
性
創
出
の

取
組
を
市
町
と
検
討
し
て
み
て
は
。

【
答
弁
者
：
企
画
部
長
】

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、

地
域
の
魅
力
発
信
や
ふ
る
さ
と
意

識
の
醸
成
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
先
行
事
例
や
制
度
改
正
の

動
向
等
を
市
町
と
共
有
し
、
導
入
に
前

向
き
な
市
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

戸
井
田 

ゆ
う
す
け

【
姫
路
市
】

と
い
だ

法
が
想
定
し
て
い
る
補
助
犬
と
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
の

現
状
認
識
と
今
後
の
取
組
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

補
助
犬
の
認
知
度
は
高
ま
り
つ
つ

あ
る
が
、
よ
り
一
層
理
解
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
出
前
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、
啓
発
動
画
に
よ

る
周
知
啓
発
に
加
え
、
講
習
会
や
集
会

等
で
の
効
果
的
な
発
信
を
検
討
す
る
。

QA

維
新
の
会

門 

隆
志

【
宝
塚
市
】

か
ど
た
か
し

発
達
障
害
児
の
早
期
発
見
と
良
質

な
療
育
体
制
を
見
極
め
る
た
め
の

整
備
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
福
祉
部
長
】

効
果
的
な
支
援
手
法
の
普
及
や
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
に
努
め
、
市

町
や
保
健
、
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、

医
療
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
、
発
達

障
害
児
の
相
談
・
療
育
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

風
早 

ひ
さ
お

【
宝
塚
市
】

か
ざ
は
や
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○地方議会協議会の開催（8月6日）
県議会・市議会・町議会の三者が一堂に会し、対等の立場で「地
域創生」に関する意見交換を行いました。
県議会からは正副議長や各会派政務調査会長が参加し、「新時代
のインバウンド増加に向けた取組」や「持続可能な農村・農林水産
業の実現」をテーマに、熱心な議論が繰り広げられました。

○県庁舎のあり方等に関する検討会の開催（10月21日）
「議場のあり方検討会議」における協議を経て、新庁舎整備にお
ける議会機能のあり方についての議会意見を県当局に提出しました。
この意見を踏まえ、「県庁舎のあり方等に関する検討会」において、
議会機能の面積など必要な内容が基本構想案に反映されました。

若者向け議会広報ポータルサイト「ひょうご県議会だより 高校生WEB版」では、現
在12のコンテンツを掲載しています。高校生ならではの感性で議会に鋭く切り込んだ、
バラエティ豊かな内容が好評を得ています。
今年度も新しい企画に向けて、高校生記者が取材やコンテンツ作成に挑戦しています。

ニュースNews

ひょうご県議会だより
高校生WEB版
はこちらから常任委員会見学 取材の様子

○政調懇話会の開催（10月22日）
県政の課題に関する調査・研究等を通じて、議員の政策立案能力
の向上を図ることを目的とする「政調懇話会」を議長主宰で開催し
ました。
今年度は神戸大学大学院法学研究科 教授 品田裕氏をお招きし、
「地域代表について」をテーマにご講演いただいたのち、議員との
活発な意見交換が行われました。

○常任委員会の地域開催
県民の皆様に県議会の役割や機能について理解を深めていただく
ため、常任委員会を地域でも開催しています。
今年度は、8月に丹波篠山市で建設常任委員会を、11月に姫路市
で警察常任委員会を開催。各テーマにおける県の施策や事業につい
て、活発な質疑応答がなされ、多くの皆さまに傍聴いただきました。

【建設常任委員会】
8月27日（水）と　き

テーマ

丹波篠山市開催地
「都市政策について」

【警察常任委員会】
11月14日（金）と　き

テーマ

姫路市開催地

「県民の理解と協力
の確保について」

県議会

建設常任委員会の様子

「ひょうご県議会だより 高校生WEB版」コンテンツ掲載中！

議会機能のあり方についての意見（主なもの）
・議会機能の整備場所・整備手法については、現議場棟の場所に、議場と議会諸室を
一体的に整備すること
・有利な財源を可能な限り活用し、工期及び建築コストが最短かつ安価となるよう工
夫を講じること　　など


